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研究成果の概要（和文）：タイ東北部ナコンラチャシマ近郊のターチャン地区からは東南アジアではまだ数少な
い中新世のヒト上科化石とともに、様々な脊椎動物化石が多数産出している。本研究では、ナコンラチャシマの
コラート化石博物館（東北タイ珪化木博物館）など現地研究機関の研究者らとの長年の協力関係のもと、ナコン
ラチャシマ近郊から出土した霊長類化石を含む中新世の脊椎動物化石を整理・分析するとともに、サンドピット
の野外調査で化石を採集した。化石動物相の分析から年代が約700万年前の可能性が高いことが示唆された。ま
た、従来とは別の地域で新たに開削されたサンドピットの脊椎動物化石の調査も開始した。

研究成果の概要（英文）：The Tha Chang area near Nakhorn Ratchasima, northeastern Thailand, has 
yielded many vertebrate fossils of various kinds, which include Miocene hominoid fossils still rare 
in the fossil record of Southeast Asia. In this study, we investigated the vertebrate fossil 
specimens, including primates, recovered from the sandpits near Nakhorn Ratchasiam under the 
collaboration with the Thai institutes such as Khorat Fossil Museum (Petrified Wood Museum of 
Northeastern Thailand). We also carried out geological and paleontological fieldwork in the 
sandpits. The composition of the fossil mammals from the sandpits in Tha Chang suggests that the age
 of the primate fossils is likely around 7 Ma. In addition, we started investigating the vertebrate 
fossils recovered from a new sandpit in a different area.

研究分野：自然人類学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人類は過去における類人猿の適応放散のひとつとして誕生した。人類の起源を探るには、類人猿の進化史や彼ら
が生息していた過去の環境を知ることが必要不可欠である。ただ、化石の発見は往々にして偶然に左右される面
が大きく、時代や地域により、化石記録の質や量はばらつきが大きい。東南アジアは現生類人猿が生き残ってい
る数少ない地域のひとつであるが、これまで中新世にまで遡るような古い時代の類人猿化石はほとんど見つかっ
ていない。本研究は、いまだに理解が進んでいない東南アジアにおける類人猿の進化や同時代に生息していた動
物相、古環境について手がかりを与えうるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
人類は分類学的には類人猿の一種である。現在、類人猿は人類をのぞいて多様性の点でも個
体数の点でも衰退したグループとなっている。しかし、過去に遡ると、中新世の一時期においては、
ヒト上科はアフリカからヨーロッパ、アジアにまたがる広大な地域に生息し、現在よりもはるかに繁栄
していた。 
化石の記録からは、類人猿の初期進化はアフリカ大陸で起きたと考えられる。現在、最古の類
人猿と思われる化石は、東アフリカの漸新世後期２５００万年前ごろの地層から産出したものである。
ケニヤを中心とした東アフリカの中新世前期には、プロコンスル類やアフロピテクス類など、さまざま
な化石類人猿が生息していた。中新世前期の末ごろには、類人猿はアフリカからユーラシア大陸
へと分布域を広げていき、各地で多様化した。 
アフリカでは中新世中期以降、類人猿の化石が稀になるが、ユーラシアに進出した類人猿は中
新世後期までヨーロッパから西アジア、南アジアを経て東アジアに至る地域に化石記録を残してい
る。ところが、中新世後期以降は、ユーラシアでも類人猿は衰退し、化石がほとんど見つからない。
いまでは、ヒト以外の類人猿はアフリカと東南アジアの低緯度地域に広がる森林にわずかに生き残
っているにすぎない。 
一方で、旧世界ザル（オナガザル上科）の仲間も、類人猿と同じく、初めのうちはアフリカ大陸で
進化したと考えられるが、中新世後期になるまで、化石旧世界ザルの分布はアフリカ大陸内に限ら
れており、同じ時期の類人猿のくらべると、多様性も低い。化石の数も、一部の産地をのぞけば、さ
ほど多くない。しかし、中新世後期以降になると、類人猿の化石が見つからなくなるのに対して、旧
世界ザルの化石は種類が多くなり、分布域もアフリカにとどまらず、ユーラシア各地に拡大していっ
た。そののち、ユーラシア西部では旧世界ザルが消えていくが、いまでもアフリカやユーラシア東部
では種数においても個体数においても類人猿をはるかに上回っている。 
 つまり、中新世後期を境にして、類人猿と旧世界ザルのあいだに逆転が起きた。この時期、気候
の変化にともなって、各地で森林が縮小し、草原が拡大していったことが影響したのだろう。そして、
人類の祖先も、この変化の波の中から立ち現れてきたと考えられるのである。したがって、人類の
起源を解明するためには、アフリカからユーラシアにかけて、中新世（特に後期）における類人猿と
旧世界ザルの進化や拡散の歴史、相互関係、さらには当時の気候や環境の変遷を理解すること
が必要不可欠である。 
  従来、ユーラシア東部においては、インド・パキスタンのシワリクで 19 世紀から中新世類人猿化
石（Sivapithecus）が出土している。また、20 世紀後半には中国南西部の雲南省でも中新世類人猿
化石（Lufengpithecus）が発見されるようになった。一方、東南アジアでは中新世にまでさかのぼる
古い時代の類人猿化石が 21 世紀に入ってタイやミャンマーでようやく見つかり始めたばかりである。 
ただ、東南アジアから報告された中新世化石類人猿 Khoratpithecus は下顎に現生オランウータン
で見られる派生的な形質が見られ、これまでに南アジアや中国で見つかっていた他の中新世化石
類人猿よりも現生オランウータンの祖先に近い可能性があり、注目されている。 
また、我々の調査でタイ東北部の中新世後期の化石産地からコロブス亜科の旧世界ザルの下
顎が見つかっており、年代が正しければ旧世界ザルがアフリカからユーラシア東部へ広がっていっ
た最初期のものに相当する。隣国のミャンマーでも近年、中新世末〜鮮新世前期の旧世界ザル化
石が発見されており、ユーラシア東部における類人猿と旧世界ザルの進化史研究において、インド
シナ半島がもつ大きな可能性が明らかになりつつある。 
 
 
２．研究の目的 
 長期的な研究目標は、人類誕生の背景として、それ以前の中新世における化石類人猿の進化
史や生息環境、適応放散の過程を明らかにすることである。そのなかで、本研究では、近年、現生
オランウータンの祖先系統と目される中新世類人猿化石を産出しはじめたインドシナ半島に着目し、
コラート化石博物館（東北タイ珪化木博物館）、スラナリ工科大学、ナコンラチャシマ・ラジャバット大
学などの研究者等との協力のもと、タイ東北部ナコンラチャシマ近郊ターチャン地区出土の大型中



新世類人猿化石及び旧世界ザル（コロブス亜科）化石の分析と年代決定、共伴する化石動物相の
解析、及び彼らが生息していた古環境の解明を目指している。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 タイ東北部ナコンラチャシマ近郊のターチャン地区ではムン川に沿って複数のサンドピットが開
削され、商業的に砂の採取がおこなわれてきた。その過程で、これまでに中新世〜鮮・更新世の
時代に及ぶ多くの動植物化石が産出している。現在でも、同地区のタクッㇳ コン〜プラプットで稼
働するサンドピットから動植物化石が産出中である。タイ側共同研究者であるナコンラチャシマ・ラ
ジャバット大学／コラート化石博物館（東北タイ珪化木博物館）のプラトゥーン・チンタサクンらは、
長年にわたってターチャン地区出土の化石の収集と保存に精力的に取り組み、優れた化石コレ
クションを築き上げている。本研究では、ナコンラチャシマ・ラジャバット大学／コラート化石博物
館（東北タイ珪化木博物館）を中心に、チェンマイ大学やスラナリ工科大学のタイ人研究者らとも
連携しつつ、この化石コレクションの分析を進めていく。脊椎動物化石のなかでも、霊長類をはじ
めとする哺乳類化石の調査を中心に据え、通常の形態学的分析をおこなうとともに、生息環境の
復元のために歯牙エナメルの安定同位体分析も実施する。また、現地調査を通じてサンドピット
から新しい化石を収集する。 
 
４．研究成果 

 3年間の研究期間のうち、2021年度は新型コロナウイルス問題が終息していなかったため、タイ東

北部ナコンラチャシマでの現地調査の実施は見送り、日本側研究者は国内において、それまでに

収集したナコンラチャシマ近郊のプラプット採砂場出土の哺乳類化石群集データの整理、ユーラ

シアの新第三紀哺乳類化石の3Dデータなどタイ産哺乳類化石との比較資料の収集、哺乳類歯牙

化石のエナメル質から採取された試料の安定同位体分析などを進めた。タイ側共同研究者らはナ

コンラチャシマ近郊の化石産地において現地調査を継続して哺乳類化石を収集した。2022年度と

2023年度はタイへの渡航にも問題がなくなり、タイ東北部ナコンラチャシマでの現地調査をおこな

った。コラート化石博物館（東北タイ珪化木博物館）に保管されているナコンラチャシマ近郊出土の

哺乳類化石の標本を調査するとともに、タイ側共同研究者らと共同でナコンラチャシマからやや北

に位置する新しい化石産地シンチャルーン・サンドピットでの予備的な調査を実施した。 

調査をしたナコンラチャシマ近郊のプラプット・サンドピット産出の標本には、南アジアや中国南

部、タイ固有種が含まれる。長鼻目の中に祖先的なStegolophodonと派生的なStegodonならびに

Sinomastodonの3属が混在することを確認した。奇蹄目のサイ科には少なくとも4属4種

（Brachypotherium perimense, Aceratherium porpani, Alicornops complanatum, Acerorhinus sp.）が

認められた。カリコテリウム科の標本は暫定的にAnisodon sp.と同定した。この属は、アジアにおい

てシワリク、ミャンマー、中国南部の中新世から2種が知られているものである。タイではカリコテリウ

ム科化石はまだほとんど報告されていないため興味深い。ウシ科は2つのタイプが見られた。 

従来の調査結果ともあわせ、タクットコン及びプラプット・サンドピット出土の霊長類化石の年代

について、化石標本のなかに、ウマ科のHipparion、イノシシ科のTetraconodon、キリン科の

Bramatherium、長鼻目のStegolophodonなど800万年前以前に繁栄していたグループの他に、カバ

科のHexaprotodonや長鼻目のStegodonやSinomastodonなど、700万年前以降のものも若干混じっ

ていることから動物相の過渡期、おそらく700万年前ごろと現時点では想定している。 

  ナコンラチャシマ近郊のターチャン地区のサンドピット（プラプット、タクットコン）とは別に、北に

離れたピーマイ近郊に最近新たに開削されたシンチャルーン・サンドピット産の調査も開始し、ここ

から産出した脊椎動物化石の研整理分類し、写真撮影・計測等をおこなった。また、これらの化石



標本の歯牙エナメルから同位体分析用のサンプルを採取した。当初、このサンドピットから得られ

ていた化石は鮮新世／更新世と考えられるものだったが、2022年から2023年にかけて、シンチャル

ーン・サンドピットの掘削がより下部へ進んだことで中新世後期の哺乳類化石も出始めていることが

判明した。そのなかには、ターチャン地区の上部中新統からも産出するサイ科Brachypotherium 

perimenseなどが含まれている。これもまでに中新世の類人猿・旧世界ザル化石を産出したターチ

ャン地区と共通する化石動物群集であれば、今後の調査でシンチャルーン・サンドピットから中新

世の類人猿・旧世界ザル化石などが見つかる可能性も考えられる。また、調査したシンチャルー

ン・サンドピット産の鮮新世／更新世と思われる化石の中に、テナガザル程度の大きさの霊長類の

頭蓋冠と思われる標本が含まれていることもわかり、自然人類学的観点からもシンチャルーン・サン

ドピットが今後の化石探索において有望な産地であることが示唆された。 

ターチャン地区から発見された後期中新世化石の哺乳類の歯の炭素・酸素同位体分析の結

果，ほとんどの哺乳類が C3植物を摂取しており，森林生態系が広がっていた環境を推定す
ることができた。とくにサイ科などは低い炭素同位体比を示したことから，閉じた林冠のあ

る深い森林環境に生息していた可能性が考えられる。半水棲と考えられるカバ科の炭素同

位体比が高い事から，河川の周辺の一部に C4植物が広がっていて，カバ科は C4植物食を
行っていたことが示唆される。酸素同位体比は，カバ科で低い傾向にあり，河川沿いの湿潤

な環境に生息していたことを示唆している。ほかの哺乳類はカバ科と同じくらいの酸素同

位体比か，より高い値を示す個体がみられた。ウシ科やイノシシ科の一部やキリン科のブラ

マテリウムは，乾燥した葉の水分を摂取していた可能性がある。 
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